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大
祓
式

茅
の
輪
く
ぐ
り
神
事

№ 230
夏
2024

　

一
年
の
上
半
期
を
し
め
く

く
る
行
事
に
、
夏
越 

の
大
祓

式
が
あ
り
ま
す
。
茅
の
輪
を

つ
く
り
、
茅
の
輪
く
ぐ
り
を

行
う
こ
と
で
、
心
身
を
清
め

災
い
を
避
け
る
こ
と
が
で
き

る
と
い
わ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

益
子
町
の
太
平
神
社
で
は

6
月
29
日
㈯
、
40
年
前
か
ら

続
く
あ
じ
さ
い
祭
り
で
茅
の

輪
く
ぐ
り
神
事
が
お
こ
な
わ

れ
ま
し
た
。
お
囃
子
の
音
色

が
響
く
な
か
、
多
く
の
参
拝

者
で
賑
わ
い
ま
し
た
。
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第
12
回
通
常
総
会
開
催

諸
伏
会
長
が
再
任

　
（
一
社
）
真
岡
法
人
会
第
１
１
回
通
常

総
会
が
去
る
６
月
７
日
（
金
）「
フ
ォ
ー

シ
ー
ズ
ン
静
風
」
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

総
会
に
は
、
来
賓
に
小
平
吉
秋
真
岡
税

務
署
長
を
は
じ
め
、
篠
原
宣
之
真
岡
商
工

会
議
所
会
頭
、
大
友
克
雄
関
東
信
越
税
理

士
会
真
岡
支
部
長
、
石
田
順
一
真
岡
間
税

会
長
、
郡
内
各
商
工
会
長
、
受
託
保
険
会

社
な
ど
、
多
数
の
ご
来
賓
の
ご
臨
席
と
会

員
、
関
係
者
合
わ
せ
て
８
０
名
が
出
席
し

ま
し
た
。

　

議
事
は
、
委
任
状
を
含
め
６
０
６
名
で

過
半
数
を
超
え
、
本
総
会
及
び
議
決
は
全

て
適
法
に
成
立
す
る
旨
を

報
告
し
、
定
款
の
定
め
に

よ
り
諸
伏
会
長
が
議
長
と

な
り
議
事
録
署
名
人
宇
賀

神
裕
一
氏
と
河
野
遵
氏
を

指
名
し
議
事
進
行
し
ま
し

た
。

　

第
１
号
議
案
の
令
和
５

年
度
事
業
報
告
並
び
に
第

２
号
議
案
の
令
和
５
年
度

収
支
決
算
書
承
認
の
件
は
、

一
括
上
程
し
、
い
ず
れ
も

満
場
一
致
で
可
決
承
認
さ

れ
た
。

　

報
告
の
中
で
、
社
団
化

１
０
周
年
記
念
事
業
と
し

て
、
三
浦
瑠
麗
記
念
講
演

を
計
画
し
た
が
、
諸
般
の

事
情
等
に
よ
り
中
止
と

な
っ
た
が
、
本
年
度
は
、

歌
手
で
あ
り
ガ
ン
サ
バ
イ

バ
ー
の
木
山
裕
策
氏
を
講

師
に
お
迎
え
し
新
春
講
演

会
を
盛
大
に
開
催
す
る
こ
と
が
出
来
た
こ

と
を
報
告
。
ま
た
、
法
人
会
の
基
盤
で
あ

る
組
織
の
拡
大
に
つ
い
て
、
役
員
、
金
融

機
関
、
受
託
保
険
会
社
皆
様
の
協
力
を
得

て
新
規
会
員
獲
得
を
推
進
し
た
が
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
な
ど
も

あ
り
思
う
よ
う
な
獲
得
推
進
が
出
来
ず
、

加
入
率
は
前
年
比
で
０
．
４
％
マ
イ
ナ
ス

と
な
り
、
会
費
収
入
は
本
年
度
も
減
収
と

な
っ
た
こ
と
な
ど
、
事
務
局
か
ら
説
明
が

あ
っ
た
。

　

議
案
終
了
後
に
、
法
人
会
功
労
者
表
彰

が
行
わ
れ
、
令
和
５
年
度
中
に
福
利
厚
生

制
度
の
加
入
推
進
に
功
績
が
あ
っ
た
個
人

と
法
人
に
対
し
感
謝
状
と
記
念
品
が
贈
ら

れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
去
る
６
月
１
８
日
（
火
）、
県

法
連
総
会
が
開
催
さ
れ
、
席
上
、
長
年
に

わ
た
り
法
人
会
活
動
に
功
績
の
あ
っ
た
役

員
に
対
す
る
表
彰
が
行
わ
れ
、
当
会
か
ら

役
員
４
名
と
事
務
局
１
名
が
受
賞
の
栄
に

浴
さ
れ
ま
し
た
。
誠
に
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
今
後
ま
す
ま
す
の
ご
活
躍
を
ご

期
待
申
し
上
げ
ま
す
。

※
受
賞
者
は
次
の
方
々
で
す
。

【
真
岡
法
人
会
長
表
彰
】

糸
井　

京
子
（
大
同
生
命
推
進
員
）

戸
田　

善
大
（AIG

損
害
保
険
㈱
宇

都
宮
支
店
）

足
利
不
動
産
㈱
（
ア
フ
ラ
ッ
ク
推
進

代
理
店
）

【
全
国
法
人
会
総
連
合
会
長
表
彰
】

　
　

堀
口　

真
男
（
真
岡
支
部
）

　
　

俣
野　
　

保
（
事
務
局
）

【
栃
木
県
法
人
会
連
合
会
長
表
彰
】

　
　

宇
賀
神　

裕
一
（
真
岡
支
部
）

　
　

清
水　
　

益
栄
（
益
子
支
部
）

　
　

伊
藤　
　

正
一
（
茂
木
支
部
）
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第
１

　

第
１
22
回回

女
性
部
会
総
会
開
催　

女
性
部
会
総
会
開
催　

　
青
年
部
会

第
１
2
回
通
常
総
会
開
催

い つ も 寄 り 添 う あ な た の 銀 行

✓いつでもどこでも残高確認
✓定期預金やカードローンの取引ができる
✓住宅ローンや投資信託口座もまとめて管理
✓住所や電話番号の変更手続きもできる

とちぎんアプリ

詳しくはこちらから

　

一
般
社
団
法
人
真
岡
法
人
会
青
年
部
会

の
第
１
２
回
通
常
総
会
は
、
去
る
７
月
３

日
（
水
）
午
後
６
時
０
０
分
か
ら
真
岡
商

工
会
議
所
「
大
ホ
ー
ル
」
で
開
催
し
た
。

　

総
会
は
、
荻
野
博
志
部
会
長
が
議
長
と

な
り
議
事
を
進
行
し
、
令
和
５
年
度
事
業

報
告
並
び
に
収
支
決
算
報
告
、
令
和
６
年

度
事
業
計
画
並
び
に
収
支
予
算
案
の
提
出
、

議
案
す
べ
て
満
場
一
致
で
可
決
承
認
さ
れ

ま
し
た
。
青
年
部
会
で
は
本
年
度
も
、
社

会
貢
献
活
動
と
し
て
地
元
の
小
学
６
年
生

を
対
象
と
し
た
租
税
教
室
（
５
校
担
当
）

や
、
全
国
青
年
の
集
い
（
福
井
大
会
）
へ

の
参
加
、
局
連
青
連
協
の
合
同
セ
ミ
ナ
ー

（
新
潟
）
等
前
年
度
の
事
業
を
継
続
し
て

実
施
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

議
事
終
了
後
は
、
来
賓
の
小
平
吉
秋
真

岡
税
務
署
長
、
諸
伏
法
人
会
長
よ
り
祝
辞

を
い
た
だ
き
閉
会
し
ま
し
た
。

　

総
会
後
、
会
場
を
「
け
や
き
会
館
」
に

移
動
し
懇
親
会
を
行
い
ま
し
た
。

　

７
月
４
日
（
木
）
午
前
１
１
時
か
ら
真

岡
市
台
町
の
フ
ォ
ー
シ
ー
ズ
ン
静
風
に
て
、

女
性
部
会
の
第
１
２
回
通
常
総
会
が
、
税

務
署
法
人
課
税
部
門
木
村
上
席
、
大
同
生

命
保
険
宇
都
宮
支
社
第
一
営
業
部
佐
々
木

課
長
、
諸
伏
法
人
会
長
を
来
賓
に
お
迎
え

し
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

総
会
は
、
大
瀧
陽
子
部
会
長
が
議
長
と

な
り
議
事
を
進
行
し
、
令
和
５
年
度
事
業

報
告
並
び
に
収
支
決
算
報
告
、
令
和
６
年

度
事
業
計
画
並
び
に
収
支
予
算
案
、
全
議

案
を
い
ず
れ
も
満
場
一
致
で
承
認
さ
れ
ま

し
た
。

　

女
性
部
会
で
は
本
年
度
も
、
社
会
貢
献

活
動
と
し
て
地
元
の
小
学
６
年
生
を
対
象

と
し
た
「
租
税
教
室
」
や
「
第
１
３
回
税

に
関
す
る
絵
は
が
き
コ
ン
ク
ー
ル
」
の
実

施
等
、
租
税
教
育
事
業
と
各
種
研
修
会
を

通
し
て
会
員
相
互
の
交
流
を
深
め
る
事
業

を
実
施
し
て
い
く
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

　

総
会
前
に
、
税
務
研
修
会
を
実
施
し
ま

し
た
。
真
岡
税
務
署
の
木
村
上
席
を
講
師

に
迎
え
、
印
紙
税
に
つ
い
て
の
説
明
や
本

年
１
月
よ
り
完
全
義
務
化
さ
れ
た
電
子
帳

簿
保
存
法
に
関
し
て
の
解
説
を
い
た
だ
き
、

理
解
を
深
め
ま
し
た
。

　

恒
例
の
昼
食
会
で
は
、
季
節
の
料
理
と

歓
談
を
楽
し
み
ま
し
た
。
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支
　
部
　
総
　
会

　

６
支
部
の
通
常
総
会
が
、
５
月
中
旬
か

ら
６
月
上
旬
に
か
け
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

【
真
岡
支
部
】

○
開
催
日　

５
月
２
７
日
（
月
）

○
場　

所　

真
岡
商
工
会
議
所

○
出
席
者　

４
３
名

【
益
子
支
部
】

○
開
催
日　

５
月
１
７
日
（
水
）

○
場　

所　

ア
プ
ロ
ー
ズ
益
子

○
出
席
者　

２
８
名

【
市
貝
支
部
】

○
開
催
日　

５
月
２
８
日
（
火
）

○
場　

所　

市
貝
町
商
工
会
館

○
出
席
者　

１
７
名

【
二
宮
支
部
】

○
開
催
日　

５
月
３
０
日
（
木
）

○
場　

所　

駅
前
ど
ん
と
こ
い
広
場

○
出
席
者　

２
１
名

【
茂
木
支
部
】

○
開
催
日　

６
月
３
日
（
月
）

○
場　

所　

大
瀬
観
光
や
な

○
出
席
者　

２
４
名

【
芳
賀
支
部
】

○
開
催
日　

５
月
３
０
日
（
木
）

○
場　

所　

芳
賀
町
商
工
会
館

○
出
席
者　

１
６
名

県
連
主
催

「
会
員
研
修
会
」

開
催
の
お
知
ら
せ

【
日
時
】令
和
６
年
１
１
月
１
５
日

（
金
）午
後
２
時

【
場
所
】宇
都
宮
市
文
化
会
館「
小

ホ
ー
ル
」

【
講
師
】木
山
裕
策
氏（
歌
手
・
ガ
ン

サ
バ
イ
バ
ー
）

【
演
題
】二
部（
未
定
）

　

※
申
し
込
み
は
、９
月
中
旬
ご

ろ
か
ら
受
付
予
定
で
す
の
で
法
人

会
事
務
局
ま
で
問
い
合
わ
せ
下
さ

い
。

　

尚
、一
部
は
税
務
研
修
会
で
す
。

詳
細
は（
芳
賀
の
法
人
秋
号
）に
掲

載
し
ま
す
。

事
務
局

（
☎
０
２
８
５
・
８
３
・
３
４
７
７
）
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真
岡
税
務
署
長�

櫻
井
　
保
晴

着
任
の
ご
あ
い
さ
つ

　

こ
の
度
の
人
事
異
動
に
よ
り
、
関
東
信

越
国
税
局
竜
ケ
崎
税
務
署
副
署
長
か
ら
真

岡
税
務
署
長
と
し
て
着
任
し
ま
し
た
櫻
井

で
ご
ざ
い
ま
す
。
私
は
真
岡
税
務
署
の
勤

務
は
初
め
て
で
す
が
、
美
し
い
自
然
と
歴

史
的
な
風
情
を
感
じ
る
こ
と
の
で
き
る
素

晴
ら
し
い
環
境
で
仕
事
が
で
き
ま
す
こ
と

を
大
変
光
栄
に
思
い
ま
す
。
前
任
の
小
平

同
様
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

　

諸
伏
会
長
を
は
じ
め
一
般
社
団
法
人
真

岡
法
人
会
の
皆
様
方
に
は
、
日
頃
か
ら
会

の
事
業
活
動
を
通
じ
ま
し
て
、
税
務
行
政

全
般
に
わ
た
り
、
深
い
ご
理
解
と
ご
協
力

を
賜
り
、
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

法
人
会
は
、「
よ
き
経
営
者
を
め
ざ
す

も
の
の
団
体
」
と
し
て
、
納
税
意
識
の
向

上
と
企
業
経
営
及
び
社
会
の
健
全
な
発
展

に
貢
献
す
る
こ
と
を
基
本
方
針
と
し
て
組

織
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

貴
会
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、「
決
算
期

別
説
明
会
」
や
「
新
設
法
人
説
明
会
」
等

の
開
催
の
ほ
か
、「
実
務
者
講
演
会
」
の

開
催
な
ど
、
活
発
な
事
業
活
動
を
展
開
さ

れ
、
会
員
の
自
己
啓
発
を
積
極
的
に
支
援

し
、
納
税
意
識
の
向
上
と
企
業
経
営
並
び

に
社
会
の
健
全
な
発
達
に
貢
献
さ
れ
て
お

ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
子
供
た
ち
に
対
す
る

租
税
教
育
活
動
の
推
進
に
力
を
入
れ
、
青

年
部
会
並
び
に
女
性
部
会
に
よ
る
「
租
税

教
室
」
へ
の
講
師
派
遣
及
び
女
性
部
会
を

中
心
と
し
た
「
税
に
関
す
る
絵
は
が
き
コ

ン
ク
ー
ル
」
の
実
施
な
ど
、
税
知
識
の
普

及
と
納
税
意
識
の
高
揚
を
促
す
様
々
な
活

動
を
展
開
さ
れ
て
い
る
と
伺
っ
て
お
り
ま

す
。
こ
の
よ
う
に
、
貴
会
の
皆
様
方
が
、

税
務
の
よ
き
理
解
者
と
し
て
ご
尽
力
く
だ

さ
っ
て
い
る
こ
と
は
誠
に
心
強
い
限
り
で

あ
り
、
諸
伏
会
長
を
は
じ
め
役
員
の
皆
様

方
の
卓
越
し
た
ご
指
導
の
下
、
会
員
の
皆

様
方
の
日
頃
の
ご
努
力
の
賜
物
と
深
く
敬

意
を
表
す
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

　

さ
て
、
昨
年
十
月
一
日
か
ら
適
格
請
求

書
等
保
存
方
式
、
い
わ
ゆ
る
イ
ン
ボ
イ
ス

制
度
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。制
度
の
周
知
・

広
報
等
、
皆
様
方
の
ご
理
解
と
ご
協
カ
の

お
か
げ
を
も
ち
ま
し
て
、
円
滑
に
ス
タ
ー

ト
で
き
ま
し
た
こ
と
、
心
よ
り
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
は
、
複
数

税
率
の
下
で
の
適
正
な
申
告
・
納
税
の
た

め
に
必
要
不
可
欠
な
制
度
で
あ
り
、
当
局

と
い
た
し
ま
し
て
は
、
制
度
の
円
滑
な
定

着
に
向
け
て
、引
き
続
き
、事
業
者
の
方
々

に
寄
り
添
っ
た
丁
寧
な
対
応
に
努
め
て
ま

い
り
ま
す
の
で
、
ご
協
力
の
ほ
ど
よ
ろ
し

く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ま
た
、
私
ど
も
国
税
当
局
は
、
経
済
社

会
の
変
化
や
デ
ジ
タ
ル
技
術
の
進
展
等
を

踏
ま
え
て
、
税
務
行
政
の
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ

ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
に
取
り
組
む

こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。「
あ
ら
ゆ
る
税

務
手
続
が
税
務
署
に
行
か
ず
に
で
き
る

社
会
」
を
目
指
し
、
添
付
書
類
を
含
め

た
ｅ

−

Ｔ
ａ
ｘ
の
普
及
・
定
着
や
キ
ャ
ッ

シ
ュ
レ
ス
納
付
の
利
用
拡
大
な
ど
を
一
層

推
進
し
て
い
く
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
の

で
、
貴
会
の
皆
様
方
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

引
き
続
き
、
ご
理
解
と
ご
協
力
の
ほ
ど
よ

ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

真
岡
税
務
署
は
、
本
事
務
年
度
も
私
以

下
二
五
名
の
職
員
で
ス
タ
ー
ト
い
た
し
ま

し
た
。
職
員
一
同
一
丸
と
な
っ
て
、
引
き

続
き
信
頼
さ
れ
る
税
務
行
政
の
推
進
に
着

実
に
取
り
組
ん
で
い
く
所
存
で
ご
ざ
い
ま

す
。
し
か
し
な
が
ら
、
税
務
行
政
に
お
け

る
種
々
の
課
題
を
解
決
し
て
い
く
た
め
に

は
、
私
ど
も
の
力
の
み
で
は
自
ず
と
限
り

が
あ
り
、
貴
会
の
皆
様
方
の
お
力
添
え
が

不
可
欠
で
す
。
今
後
と
も
税
務
行
政
の
良

き
理
解
者
と
し
て
一
層
の
ご
支
援
と
ご
協

力
を
賜
り
ま
す
よ
う
重
ね
て
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

　

結
び
に
当
た
り
ま
し
て
、
一
般
社
団
法

人
真
岡
法
人
会
の
益
々
の
ご
発
展
と
、
会

員
の
皆
様
方
の
ご
健
勝
と
事
業
の
ご
繁
栄

を
祈
念
申
し
上
げ
ま
し
て
、
着
任
の
挨
拶

と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

定期人事異動　（令和6年7月10日付）

役職 前任者 新任地 後任者 前任地

署長 小平　吉秋 関東信越国税局課税第二部 櫻井　保晴 竜ヶ崎税務署

総務課長 吉川　修一 鹿沼税務署 齋藤　伸彦 関東信越国税局調査査察部

管理運営・徴収部門統括官 渡邉　和行 鹿沼税務署 長井　正博 飯田税務署

個人課税部門統括官 印南　和夫 氏家税務署 南雲　真一 関東信越国税局総務部

法人課税部門統括官 鯉沼　恭子 退職 関根　典生 水戸税務署

総務課総務係長 萩原　庸光 留任
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令
和
６
年
度

「
租
税
教
室
」
開
催

　

法
人
会
青
年
部
会
・
女
性
部
会
が
担
当

し
て
毎
年
開
催
し
て
い
る
税
に
関
す
る
啓

蒙
活
動
の
一
つ
で
あ
る
、
小
学
校
６
年
生

を
対
象
に
し
た
「
租
税
教
室
」
を
、
本
年

度
も
８
校
担
当
と
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
本
年
度
は
既
に
８
校
す
べ
て
開
催
し

て
お
り
、
講
師
は
、
青
年
部
会
と
女
性
部

会
の
部
会
員
が
そ
れ
ぞ
れ
地
元
の
小
学
校

を
担
当
。
税
金
に
関
す
る
ク
イ
ズ
（
マ
グ

ネ
ッ
ト
シ
ー
ト
を
使
用
）、
Ｄ
Ｖ
Ｄ
ア
ニ

メ
の
鑑
賞
な
ど
を
通
し
、
税
金
の
使
い
み

ち
、
役
割
等
、
解
り
や
す
く
説
明
し
、
最

後
に
一
億
円
の
現
金
レ
プ
リ
カ
（
重
さ
10

6 月 6 日（木）西田井小学校（女性部会）
（講師）松本恵子、諸伏比砂子、久保法子、

黒子孝子（真岡）

6月 11 日（火）芳賀東小学校（女性部会）
（講師）久保法子、永田明子、諸伏比砂子（真岡）

6月 25 日（火）物部小学校（青年部会）
（講師）鈴木成人、上澤宏行（二宮）

6月 20 日（木）七井小学校（青年部会）
（講師）萩原一貴（益子）

6月 26 日（水）大内中央小学校（女性部会）
（講師）永田明子、松本恵子、諸伏比砂子（真岡）
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女
性
部
研
修
旅
行

市
貝
支
部

6 月 28 日（金）真岡東小学校（青年部会）
（講師）広瀬史規、小野秀之（真岡）

7月 8日（月）真岡小学校（青年部会）
（講師）柿沼宏明、石川勇輝（真岡）

7月 1日（月）大内東小学校（青年部会）
（講師）伊澤　学（真岡）

㎏
）を
使
用
し
て
児
童
の
み
な
さ
ん
に「
一

億
円
の
重
み
」
を
体
験
し
て
も
ら
い
ま
し

た
。

　

講
師
を
務
め
て
頂
い
た
皆
様
、
大
変
ご

苦
労
様
で
し
た
。

で］国
各種印刷・ドロ ー ン空撮

株式会社益t子：印刷
〒321-4217栃木県芳賀郡益子町益子1709-6
 TEL.0285-72-313 l FAX.0285-72-6868

　

６
月
１
３
日
（
木
）
１
０
名
の
参
加
で

東
京
、
三
越
劇
場
に
て
初
夏
の
新
派
祭
り

二
場『
蛍
』と
三
場『
喜
劇
お
江
戸
み
や
げ
』

を
観
劇
し
、
物
語
を
形
象
化
し
た
芸
術
作

品
に
触
れ
て
一
体
感
を
感
じ
つ
つ
楽
し
む

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
東
京
に
向
か
う
バ

ス
の
中
で
は
、
税
務
知
識
の
向
上
を
目
的

に
税
務
署
か
ら
お
借
り
し
た
Ｄ
Ⅴ
Ｄ
を
鑑

賞
し
理
解
を
深
め
ら
れ
、
最
後
の
楽
し
み

の
夕
食
は
真
岡
市
に
あ
る
日
本
料
理「
裕
」

で
お
い
し
い
料
理
を
食
べ
て
実
り
の
あ
る

一
日
を
過
ご
す
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

決
算
期
別
説
明
会

　

当
会
と
真
岡
税
務
署
共
催
の
決
算
期
別

説
明
会
を
左
記
の
通
り
行
い
ま
す
。
ご
出

席
い
た
だ
く
場
合
は
、
ご
都
合
の
よ
い
会

場
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。
今
回
は
７
・
８
・

９
月
決
算
の
法
人
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

開
催
日
時

会　

場

令
和
６
年

８
月
２
２
日(
木)

１
４
時
～
１
５
時
３
０
分

益
子
町
商
工
会

益
子
町
益
子

２
０
４
４
―
１

令
和
６
年

８
月
２
３
日(

金)

１
４
時
～
１
５
時
３
０
分

真
岡
商
工
会
議
所

真
岡
市
荒
町

１
２
０
３
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第
１
８
回
　
全
国
女
性
フ
ォ
ー
ラ
ム

「
広
島
大
会
」
に
参
加
し
て

　

４
月
１
８
日
（
木
）、
広
島
県
広
島
市

の
広
島
グ
リ
ー
ン
ア
リ
ー
ナ
に
て
第
１
８

回
法
人
会
全
国
女
性
フ
ォ
ー
ラ
ム
広
島
大

会
が
、
全
国
か
ら
約
１
７
０
０
名
の
女
性

会
員
が
一
堂
に
会
し
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
真
岡
法
人
会
か
ら
は
女
性
部
の
大

瀧
部
長
・
天
堤
理
事
・
石
田
監
事
・
齊
藤

監
事
・
阿
久
津
理
事
の
５
名
が
参
加
し
ま

し
た
。
前
日
の
１
７
日
（
水
）
に
宇
都
宮

駅
よ
り
新
幹
線
で
姫
路
に
行
き
姫
路
城
を

見
学
、
天
守
閣
群
の
白
く
美
し
い
姿
が
白

鷺
の
飛
ぶ
様
に
見
え
る
こ
と
か
ら
つ
け
ら

れ
た
し
ら
さ
ぎ
城
の
真
っ
白
な
壁
が
印
象

的
で
し
た
。
そ
の
後
、
岡
山
県
倉
敷
市
に

あ
る
ホ
テ
ル
グ
ラ
ン
・
コ
コ
エ
倉
敷
に
宿

泊
し
ま
し
た
。

　

１
８
日
の
大
会
当
日
は
、
広
島
駅
ま
で

移
動
し
広
島
カ
ー
プ
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
赤

い
ジ
ャ
ン
パ
ー
を
羽
織
っ
た
法
人
会
の

方
々
の
出
迎
え
を
受
け
て
無
事
に
会
場
入

り
を
し
ま
し
た
。
広
島
グ
リ
ー
ン
ア
リ
ー

ナ
は
と
て
も
広
い
会
場
で
別
館
２
階
に
は
、

特
産
品
販
売
ブ
ー
ス
が
あ
り
紅
葉
饅
頭
に

長
蛇
の
列
が
出
来
て
い
ま
し
た
。

　

第
１
部
は
、
広
島
交
響
楽
団
総
監
督
の

下
野
氏
の
「
音
楽
・
師
と
の
出
会
い
」
～

今
、
我
々
に
求
め
ら
れ
る
こ
と
～
と
題
し

た
講
演
で
し
た
。

　

第
２
部
は
、
２
０
２
４H

IRO
SIM

A

今
、
み
つ
め
な
お
そ
う
！
～
多
島
美
の
瀬

戸
・
豊
か
な
里
山
～
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
国

税
庁
課
税
部
長
・
広
島
県
知
事
・
広
島
市

長
外
多
数
の
ご
来
賓
の
ご
臨
席
を
い
た
だ

き
大
会
式
典
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

第
３
部
懇
親
会
で
は
、
広
島
の
特
産
品

を
使
用
し
た
お
弁
当
が
用
意
さ
れ
、
ウ
エ

ル
カ
ム
演
奏
で
は
、
ピ
ア
ノ
と
手
話
を
交

え
た
歌
で
会
場
が
一
つ
に
な
り
、
ア
ト
ラ

ク
シ
ョ
ン
で
は
ヤ
マ
タ
ノ
オ
ロ
チ
の
神
楽

が
上
演
さ
れ
ま
し
た
。

　

終
了
後
近
く
の
ホ
テ
ル
に
宿
泊
し
、
次

の
日
は
、
宮
島
を
見
学
、
新
幹
線
を
利
用

し
て
、
帰
路
に
つ
き
ま
し
た
。

　

来
年
は
、
９
月
１
８
日
に
北
海
道
大
会

が
行
わ
れ
ま
す
。

一
泊
研
修
会

二
宮
支
部

　

今
年
度
は
視
察
研
修
会
を
６
月
２
６
日

か
ら
１
泊
２
日
で
福
岡
県
福
岡
市
（
博

多
）
方
面
へ
研
修
を
行
い
ま
し
た
。
初
日

は
、
太
宰
府
天
満
宮
へ
の

参
拝
を
行
い
ま
し
た
。
参

拝
を
終
え
た
後
、
と
て
も

強
い
パ
ワ
ー
ス
ポ
ッ
ト
が

あ
る
と
の
情
報
を
い
た
だ

き
、
小
雨
が
降
る
中
、
長

く
険
し
い
階
段
を
上
り
パ

ワ
ー
ス
ポ
ッ
ト
を
探
し
ま

し
た
。
途
中
何
度
も
引
き

返
そ
う
と
考
え
ま
し
た
が
、

な
ん
と
か
目
的
地
に
着
く

こ
と
が
で
き
、
パ
ワ
ー
を

い
た
だ
い
て
参
り
ま
し
た
。

　

二
日
目
は
、
7
月
か
ら

開
催
さ
れ
る
『
博
多
祇
園

山
笠
』
の
準
備
で
盛
り
上

が
っ
て
い
た
櫛
田
神
社
を

参
拝
し
た
後
、
博
多
民
家

ふ
る
さ
と
館
に
て
博
多
の

文
化
や
歴
史
を
学
び
ま
し

た
。
ま
た
、PayPay

ド
ー

ム
に
併
設
さ
れ
て
い
る

BO
SS E

・ZO
FU

KU
O

KA

『
チ
ー
ム
ラ
ボ
フ
ォ
レ
ス

ト
福
岡
』
も
見
学
・
視
察

を
い
た
し
ま
し
た
。
映
像
に
映
し
出
さ
れ

た
動
物
や
魚
を
各
々
の
携
帯
で
捕
ま
え
、

歳
を
忘
れ
て
無
邪
気
に
夢
中
で
矢
を
放
っ

て
い
る
姿
が
あ
ち
ら
こ
ち
ら
で
み
ら
れ
ま

し
た
。
古
き
良
き
日
本
の
文
化
か
ら
最
先

端
のAI

技
術
ま
で
様
々
な
体
感
が
で
き

た
有
意
義
な
二
日
間
の
研
修
で
し
た
。
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第６回会員親睦ゴルフ大会告知

日 時 令和６年１１月２６日（火）
会 場 もおか鬼怒公園ゴルフ倶楽部 （☎0285-８３-５５０１）

           （愛称：いちごゴルフクラブ）

※申込方法等詳細につきましては、芳賀の法人（秋号）
  にてお知らせいたします。（１０月下旬発送予定）

※担当支部 真岡支部

健
笑
さ
ん

株
式
会
社
　
外
池
酒
造
店

営
業
部
　
　
大
根
田
　
秀
男
さ
ん

　

株
式
会
社 

外
池
酒
造
店
に
入
社
し
、

今
年
で
３
０
年
に
な
り
ま
す
。
真
岡
市
在

住
の
大
根
田
秀
男
と
申
し
ま
す
。

　

弊
社
は
清
酒 

燦
爛
と
望bo: 

焼
酎 

益

子
の
炎
・
リ
キ
ュ
ー
ル
及
び
ど
ぶ
ろ
く
等

を
製
造
を
し
て
お
り
ま
す
。

　

日
本
酒
コ
ス
メ
も
開
発
し
、
オ
リ
ジ
ナ

ル
ブ
ラ
ン
ド
「
蔵
元
美
人
シ
リ
ー
ズ
」
も

全
国
展
開
を
し
て
お
り
ま
す
。

　

リ
キ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て
は
県
内
産
の
果

実(

苺
・
ゆ
ず
・
梨
・
桃
・
葡
萄
・
林
檎
等)

を
使
用
し
て
ク
ラ
フ
ト
リ
キ
ュ
ー
ル
を
製

造
し
て
お
り
ま
す
。
梨
に
つ
い
て
は
芳
賀

町
の
金
田
果
樹
園
様
と
連
携
し
て
芳
賀
町

の
特
産
と
し
て
、企
画
・
立
案
等
に
携
わ
っ

て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

私
は
、
営
業
と

し
て
栃
木
県
内
及

び
茨
城
県
の
酒
販

店
・
百
貨
店
・
ホ

テ
ル
・
レ
ス
ト
ラ

ン
・
ゴ
ル
フ
場
・

飲
食
店
・
お
土
産

店
・
道
の
駅
な
ど

様
々
な
業
態
に
自

社
製
品
や
ア
ル

コ
ー
ル
飲
料
な
ど

を
お
客
様
の
要
望

に
あ
っ
た
商
品
提

案
を
日
々
行
っ
て
参
り
ま
し
た
。

　

お
客
様
が
笑
顔
で
お
酒
を
楽
し
ん
で
頂

け
る
よ
う
な
商
品
提
案
に
努
め
、
誠
心
誠

意
で
お
客
様
に
寄
り
添
っ
た
活
動
を
続
け

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
長
く
仕
事
が
出
来
た
の
も
、

社
長
を
始
め
働
く
仲
間
の
協
力
や
サ
ポ
ー

ト
お
客
様
・
家
族
な
ど
関
わ
っ
て
頂
い
た

全
て
の
皆
様
の
支
え
が
あ
っ
た
か
ら
続
け

て
こ
れ
た
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
か

ら
も
感
謝
の
気
持
ち
を
持
ち
な
が
ら
、
引

き
続
き
社
業
発
展
の
一
助
に
な
る
よ
う
に

後
進
の
育
成
を
し
な
が
ら
一
生
懸
命
仕
事

に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
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有
限
会
社 

と
ん
太
フ
ァ
ミ
リ
ー

有
限
会
社
　
加
藤
製
作
所

企 

業 

紹 

介

　

弊
社
は
鋳
物
や
チ
タ
ン
な
ど
様
々
な
金

属
の
研
磨
を
行
う
会
社
で
す
。
金
属
に
は

複
雑
な
形
状
や
構
造
、
硬
さ
、
精
密
さ
な

ど
様
々
な
特
徴
が
あ
り
製
品
の
特
性
を
理

解
し
た
う
え
で
精
密
測
定
器
に
て
精
度
を

担
保
し
作
業
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
弊
社

は
機
能
美
と
光
沢
美
の
２
つ
の
美
を
追
求

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
お
客
様
が
満
足
す

る
製
品
を
作
り
上
げ
て
お
り
ま
す
。
火
力

発
電
所
の
タ
ー
ビ
ン
ブ
レ
ー
ド
を
研
磨
し

て
い
る
か
ら
こ
そ
で
き
る
確
か
な
技
術
が

こ
こ
に
あ
り
ま
す
。
磨
き
の
プ
ロ
と
し
て

自
信
と
誇
り
を
持
ち
ひ
と
つ
ひ
と
つ
の
製

品
を
確
か
な
技
術
力
で
手
研
磨
に
て
仕
上

げ
て
お
り
ま
す

　

製
品
の
形
状
・
材
質
・
性
能
・
機
能
な

ど
規
定
し
た
規
格
は
目
視
上
や
サ
イ
ズ
感
、

感
触
な
ど
で
判
断
し
ま
す
が
、
各
々
感
覚

が
異
な
る
の
で
非
常
に
難
し
い
作
業
で
す
。

弊
社
で
は
そ
の
資
格
を
有
す
る
者
が
お
り
、

高
水
準
の
検
査
能
力
を
有
し
て
お
り
こ
れ

も
弊
社
の
強
み
で
あ
り
ま
す
。

　

弊
社
は
研
磨
業
の
他
に
も
う
一
つ
の
事

業
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
そ
れ
が
ブ
リ
ー

ダ
ー
業
で
す
。
ミ
ニ
チ
ュ
ア
シ
ュ
ナ
ウ

ザ
ー
を
専
門
で
行
っ
て
お
り
、
自
然
の
中

　

真
岡
法
人
会
の

皆
さ
ん
、
こ
ん
に

ち
は
！
有
限
会
社

と
ん
太
フ
ァ
ミ

リ
ー
は
、
地
元
の

誇
り
と
し
て
、
幅

広
い
事
業
を
展
開

し
て
い
ま
す
。
食
肉
加
工
製
品
、
農
業
、

甘
藷
乾
燥
加
工
品
の
製
造
、
卸
、
直
売
、

Ｅ
Ｃ
販
売
と
、
私
た
ち
の
手
が
け
る
分
野

は
多
岐
に
わ
た
り
ま
す
。小
さ
く
で
も〝
ま

ず
や
っ
て
み
る
〟
こ
と
が
モ
ッ
ト
ー
で
す
。

　

ま
ず
、
食
肉
加
工
製
品
に
つ
い
て
。
地

元
の
新
鮮
な
食
材
を
使
用
し
、
厳
選
さ
れ

た
原
料
か
ら
作
ら
れ
る
私
た
ち
の
製
品
は
、

安
心
・
安
全
は
も
ち
ろ
ん
、
一
度
食
べ
た

ら
や
み
つ
き
に
な
る
味
わ
い
で
す
。
次
回

の
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
に
は
ぜ
ひ
、
と
ん
太

フ
ァ
ミ
リ
ー
の
肉
を
使
っ
て
み
て
く
だ
さ

い
。
き
っ
と
友
達
に
も
自
慢
で
き
る
は
ず

で
す
。

　

農
業
で
は
、
益
子
の
気
候
や
土
壌
に
適

し
た
甘
藷
を
育
て
、
そ
れ
を
全
て
干
し
芋

に
加
工
し
て
い
ま
す
。
伝
統
的
な
製
法
と

最
新
の
技
術
を
融
合
さ
せ
た
風
味
豊
か
な

干
し
芋
は
、
昔
懐
か
し
い
味
わ
い
と
現
代

の
技
術
と
食
肉
加
工
で
培
っ
た
「
熟
成
」

「
加
熱
」「
乾
燥
」
の
技
術
の
見
事
な
調
和

を
お
楽
し
み
い
た
だ
け
ま
す
。
食
べ
過
ぎ

に
は
ご
注

意
を
！

　

こ
れ
ら

の
製
品
は
、

卸
売
業
者

や
直
売
所

で
の
販
売

は
も
ち
ろ

ん
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ

ト
を
通
じ

て
全
国
に

お
届
け
し
て
い
ま
す
。「
田
舎
だ
か
ら
不

便
」
と
思
う
時
代
は
終
わ
り
、
益
子
町
か

ら
全
国
へ
と
美
味
し
さ
を
発
信
し
て
い
ま

す
。

　

有
限
会
社
と
ん
太
フ
ァ
ミ
リ
ー
は
、「
地

域
と
の
共
生
」
を
大
切
に
し
て
い
ま
す
。

地
元
の
皆
さ
ん
と
手
を
取
り
合
い
な
が
ら
、

最
高
の
製
品
を
作
り
続
け
て
い
ま
す
。
皆

さ
ん
の
信
頼
に
応
え
る
た
め
、
常
に
品
質

向
上
と
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
に
努
め
て
い
ま

す
。
ど
う
ぞ
こ
れ
か
ら
も
応
援
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
！

　

こ
こ
ま
で
読
ん
で
「
と
ん
太
フ
ァ
ミ

リ
ー
っ
て
面
白
そ
う
だ
な
」
と
思
っ
て
い

た
だ
け
た
ら
、
ぜ
ひ
一
度
私
た
ち
の
製
品

を
試
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。
皆
さ
ん
の
食

卓
に
、
笑
顔
と
美
味
し
さ
を
お
届
け
す
る

た
め
に
、
私
た
ち
は
今
日
も
頑
張
っ
て
い

ま
す
！

で
愛
情
を
こ
め
て
飼
育
を
行
っ
て
お
り
ま

す
。
ミ
ニ
チ
ュ
ア
シ
ュ
ナ
ウ
ザ
ー
の
可
愛

ら
し
さ
、
賢
さ
を
広
め
て
い
き
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

　

ま
っ
た
く
違
っ
た
二
つ
の
事
業
で
す
が
、

弊
社
の
社
員
は
み
な
自
信
と
誇
り
を
も
ち

仕
事
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
研
磨
業
・
ブ

リ
ー
ダ
ー
業
と
も
あ
ら
ゆ
る
面
で
、
ご
要

望
に
お
応
え
し
ご
提
案
い
た
し
ま
す
。

ぜ
ひ
お
気
軽
に
ご
来
店
く
だ
さ
い
。


